
平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4 3
2 4
1 2
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２　当該年度の事業費

３　事業の概要

1　社会教育委員会 40 千円
　学校教育・家庭教育・地域活動・一般学識経験者等で構成、社会教育施策全般について
教育委員会が諮問、答申を受けて取組の改善を検討する。平成29年度は公民館移設、生涯
学習センター開館20周年記念事業等が主要検討事項。

2　各種研修参加・推進 78 千円
　鳥取県等が主催する各種大会・研修派遣、また、職場内研修の実施により関係者の資質
向上に努める。

【改】中国・四国社会教育研究集会　10月26・27日　鳥取市 78 千円
　　　社会教育主事講習　３名参加

3　社会教育関係団体育成 836 千円
　鳥人間コンテストに挑戦中の琴浦町青年団を始めとした社会教育関係団体に補助金を
交付し、地域住民主役の地域学習活動推進を奨励・援助する。

　　　琴浦町連合婦人会、琴浦町青年団等６団体 836 千円

4　その他　各種負担金、事務費等 6,620千円
浦安自由通路点検委託料 3,500千円
社会教育関係各種負担金 280千円
その他事務費等 2,840千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 292 事業名 社会教育振興 事業区分

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラで輝く
重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり 重点項目 ふるさとを支えるひとづくり

施策 健康に生きるまちづくり 施策 青少年が主役のまちづくり支援
社会教育総務費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

7,574

事業の対象
(だれに)

一般町民、社会教育委員、社会教育関係団体、公民館関係者

事業の目的
(なんのために)

「学びあい・高めあい『幸せ』感じるまちづくり」の推進。（社会教育における地方公共団体の任務〔学
び・教えあいの奨励による住民自ら課題解決に向けて高め合う機運の醸成〕と生涯学習の理念〔豊かな人
生〕のイメージの具現化を目指す。）

平成29年度 7,574 0 0 0 0

28 29

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足す
る場合は、概
要を記載し、
補足事項は
「６参考資

料」欄に記載
する。

前年度
からの

改善点等
社会教育活動支援の担い手としての社会教育主事講習参加を推進する。（３名が講習受講予定）

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 社会教育法、琴浦町社会教育委員に関する条例

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

30 31
指標 ニーズ調査 計画策定

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 ・生涯学習ニーズ調査結果に基づく長期振興計画の策定

年度毎
KPI

年度 27

ー ニーズ調査
実績 ― ― ー ーニーズ調査
目標 ― ― ー

達成率 ― ― ー ー 100%

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度 4,173 0 0 0 0 4,173 3,879
平成28年度 3,975 0 0 0 0 3,975
平成29年度 7,574 0 0 0 0 7,574

3,599前年度増減 3,599 0 0 0 0
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4 4
2 1
1 3
9 4 1

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

1　一般教養コース開催
　　　全学級生を対象に月１回（年10回）開催。健康・文化・人権などの講演会や社会見学を行い、
　　教養を身につける学習機会とする。
　　　運営委員会を年３回開催し、内容を学習内容を協議する。
【改】映画鑑賞などの効果が高い内容の回数を増やす。
　　　学級生の自主的な活動推進を図る。

2　専門コース運営支援
　　　専門的な学習内容について、希望する学級生により企画・運営される専門コース運営支援を行う。
　　　講演会の講師紹介・調整：歴史コースでは埋蔵文化財センターの「出前講演」を利用
　　　発表機会の提供：音楽コースの発表会を一般教養コースの内容に盛り込む。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 300 事業名 寿大学 事業区分

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ だれもが健康で心豊かに暮らせるまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラに根付く
重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり 重点項目 移住・定住希望者のIJUﾀｰﾝ支援

施策 健康に生きるまちづくり 施策 地域の拠点の整備促進
社会教育総務費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

81

事業の対象
(だれに)

６０歳以上の一般町民

事業の目的
(なんのために)

各種講座の実施により、高齢者が自らの意識をもって生きがいを見出すことができるようにすること。ま
た、趣味活動を通じて、仲間づくり・生きがいづくりを行う。

平成29年度 81 0 0 0 0

28 29

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等
効果が高い内容の回数を増やすことで費用対効果の向上を図る。

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 社会教育法

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

30 31

指標

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 専門コース総参加者数の増加

年度毎
KPI

年度 27

135 140
実績 122 128

専門コース総参加者
数

人
目標 130

達成率

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度 81 0 0 0 0 81 61
平成28年度 81 0 0 0 0 81
平成29年度 81 0 0 0 0 81

0前年度増減 0 0 0 0 0
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

3
2
1
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２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　男女共同参画を主テーマとした啓発活動の実施 402 千円
【改】①以西・成美・安田地区公民館と連携してのワークショップの開催 50 千円

 ②まなびタウンでの講演会開催 22 千円
 ③男女共同参画週間啓発（期間前後にＴＣＣ企画番組再放送等）

130 千円
 ⑤女性団体連絡協議会への男女共同参画啓発実施委託 200 千円

【新】平成29年度は、平成28年度に行われた琴浦町男女共同参画意識調査結果を随所に活用して
啓発活動を行う。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 27 事業名 男女共同参画推進事業 事業区分

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで輝く 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 女性が輝き、活力を生むまち 重点項目

施策 ワーク・ライフ・バランスの推進と女性の活躍促進 施策
社会教育総務費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

402

事業の対象
(だれに)

一般町民、女性団体連絡協議会、男女共同参画推進会議

事業の目的
(なんのために)

男女共同参画社会の形成を促進する。

平成29年度 402 0 0 0 0

28 29

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足す
る場合は、概
要を記載し、
補足事項は
「６参考資

料」欄に記載
する。

前年度
からの

改善点等

・直近の調査結果の積極活用。
・地区公民館と連携しての啓発活動では「より深い内容」「町民同士の意見交換」を求める声が
　あったことから、ワークショップ形式の導入を図る。

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 男女共同参画基本法、琴浦町男女共同参画推進条例

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

30 31

指標 55%

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標
・「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考えに反対の
　割合　目標(H28)55%　※H28意識調査結果を見て設定予定

年度毎
KPI

年度 27

ー ー
実績 ― ― ― ー ー

固定的性別的役割分担
意識に反対の割合

%
目標 ― ― 55

達成率 ― ― ― ー ー

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度 468 0 0 0 0 468 457
平成28年度 458 0 0 0 0 458
平成29年度 402 0 0 0 0 402

-56前年度増減 -56 0 0 0 0

【改】④男女共同参画推進会議活動補助金交付及び男女共同参画フォーラム開催支援

-⑮-3-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

3
4
2
9 4 1

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

1　少年育成員活動推進（青色防犯パトロール隊）　 531 千円

【改】巡回指導から電子メディアの被害対策に活動の重点をシフトする。
　　　保護者や子ども等に対して電子メディアを適正に利用するために必要な知識について啓発を行う。
2　不審者情報の共有・提供
　　 関係機関等と不審者情報を共有、一般の希望者へのメール配信を行う。
3　子ども会活動支援 183 千円
　　 子ども会リーダー研修
　     次年度子ども会リーダーと育成者が集い、研修や情報交換を行うことで子ども会活動の充実を図る。
　　 モデル子ども会事業
 　　　子どもの手による子ども会活動を推進するため、モデル子ども会（２単位）を指定し、活動経費
       支援及び支援者派遣、実績のPRを行い、他の模範とする。
　　 ジュニアリーダー
 　　　サークルを作り、仲間作りを第一目標に、サークル構成員自主企画の活動を展開する。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 303 事業名 青少年育成啓発事業 事業区分

総合計画 基本理念 安全で安心して暮らせるまち 基本テーマ だれもが健康で心豊かに暮らせるまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで輝く 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 ふるさとを支えるひとづくり 重点項目

施策 青少年が主役のまちづくり支援 施策
社会教育総務費

事業期間 開始 平成１８年度 終了 － 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　)

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

714

事業の対象
(だれに)

一般町民、子ども会、保護者

事業の目的
(なんのために)

青少年の自主的な地域活動の促進と、地域における青少年の健全育成を実現するため、少年育成員の活動推
進、子ども会活動支援、ジュニアリーダーの養成を行う。

平成29年度 714 0 0 0 0

29 30
目標 － － 1 1 1
年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点)

目標 － － － 25 22
達成率 － － －
実績 － － 0

国庫
支出金

県支出金
その他
(収入)

起債 一般財源
年度

達成率 － －

0 0 0 0
平成28年度 839 0 0 0 0 839
平成27年度 712 0 0 0 0 712 633

　　 体制：小学校区12名（八橋2名、浦安2名、聖郷3名、赤碕2名、船上3名）＋メディア対策有識者1名
　　 報償費　40千円×13人＝520千円
　　　夜間街頭指導などの青少年健全育成活動を行う。育成員会４回開催。

前年度
からの

改善点等

現在の少年育成員の体制（町内9地区　八橋3名、下郷2名、上郷1名、古布庄2名、赤碕3名、成美2名、安田2
名、以西2名）を青少年の電子メディア対策に対応できる体制（上記）へ変更する。

30 31
指標 60% 75% 80% 85%

規程の名称 社会教育法

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 地域行事に参加している中学生の割合

年度毎
KPI

年度 27

活動項目

中高生サークルの設
置数

団体

八橋署管内の非行検
挙・補導者数の減少

人

28 29

実績 37 30

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

当初
予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考

前年度増減 -125
714

-125 0 0 0 0
平成29年度 714

-⑮-4-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1
4
2
9 4 1

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

1　ことうら子どもパーク 575 千円
　　ことうら子どもパーク運営委員会委託金

2　放課後子供教室 645 千円
　　地区公民館における放課後、週末の子どもの居場所作り事業実施。　

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 309 事業名 次世代ことうらっ子育み推進事業 事業区分

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ 地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 ふるさとを愛する教育の充実 重点項目

施策 文化・芸術・遊びを通じた子どもの心の育成 施策
社会教育総務費

事業期間 開始 1 平成25年度  2 平成16年度 終了 － 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

291

事業の対象
(だれに)

１ ことうら子どもパーク  ･･･町内の小学生
２ 放課後子供教室        ･･･赤碕、船上小学校区の小学生

事業の目的
(なんのために)

１ ことうら子どもパーク･･･体験教室を通じた世代間交流の中で、子どもの心身・想像力・生きる力の育
成、ふるさとを愛する心の涵養を図る。また、ものづくりの知恵やおもしろさ、奥深さに接することで、そ
の技術や科学を学ぼうとする意欲や関心を育むことを目指し実施する。

２ 放課後子供教室･･･少子化や核家族化の進行、保護者の就労形態の多様化など、子どもを取り巻く環境の
変化が問題となる中、放課後や週末等に子どもたちの安全・安心な活動拠点（居場所）を設け、地域の方々
の参画を得て、勉強やスポーツ・文化活動、地域住民との交流活動等の取組を実施することにより、子ども
たちが心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進する。

平成29年度 1,220 0 929 0 0

－ － 105 110 115

備考
一般財源

28 29

前年度
からの

改善点等

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　)
規程の名称 社会教育法

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

　　　わくわくキッズ
　　　　赤碕地区公民館において、毎週水曜日の放課後に、学習、将棋、五目並べ、卓球等の遊びや
　　　　体験活動を行う。(水曜寄り道クラブ)また、毎月１回土曜日に食育をテーマに体験活動を
　　　　行う。(わくわくキッチン)

　　ものづくり教室などの体験教室を子どもパーク運営委員会(9人)へ委託し開催。（年間20回）
　　運営委員会を開催し、体験活動に関する事業について検討する。（年約8回）

　　　水曜道くさ お習字クラブ
　　　　成美地区公民館において、毎週水曜日の放課後に、地域ボランティアの指導により、習字の練習、
　　　　おはじき、縄跳び、将棋等の遊びや体験活動を行う。

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

30 31
指標

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 地域行事に参加している中学生の割合

年度毎
KPI

年度 27

1教室あたりの定員に
占める平均申込率の
増加

％
目標
実績 － －

達成率 － －

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債

放課後子供教室とことうら子ども
パークは別事業

平成28年度 1,220 0 929 0 0 1,220

平成27年度

平成29年度 1,220 0 929 0 0 1,220
前年度増減 0 0 0 0 0 0

-⑮-5-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1
4
2
9 4 1

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１ 生涯学習センター20周年記念事業で町民作品展を開催
・文化活動体験講座による体験への補助
・その他事務費　　　　　　　　　　　　　　　

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 学芸文化係

29

事業番号 311 事業名 文化活動事業 事業区分

総合計画 基本理念 地域資源を生かした豊かなまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 ふるさとを愛する教育の充実 重点項目

施策 文化･芸術･遊びを通じた子どもの心の育成 施策
社会教育総務費

事業期間 開始 平成16年度 終了 － 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

100

事業の対象
(だれに)

一般町民

事業の目的
(なんのために)

作品を発表する機会の提供により文化活動に活性化を図るとともに、高齢化が進む文化活動者の後継者獲得
を目指す。

平成29年度 100 0 0 0 0

―
目標 ― ― ― ― ―
年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

0

国庫
支出金

県支出金
その他
(収入)

起債

― ―
目標 ― ― ― ― ―

達成率

実績 2557 2448 3327

-1,026 0 0 0
100 0 0 0 0

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

50千円
50千円

前年度
からの

改善点等
展示即売会が実施でき作成者と来場者の交流が図れた。

根拠法令等

0 -1,026

―

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目

□法令(義務)　■法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 社会教育法

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 出展者数・来場者数の増

年度毎
KPI

年度

指標
出展者数・来場
者数の増

27 28 29 30 31

出展者数
団体
人

来場者数 人
達成率

出展者数・来場
者数の増

― ―

実績 37団体･23人 40団体･16人 36団体・10人 ―

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考

一般財源

平成29年度 - まなタン２０周年共催

前年度増減

平成27年度 990
平成28年度 -

100

1,269
1,126 0 0 0 0 1,126
1,269 0 0 0

-⑮-6-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1
2
2
9 4 1

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

1　子育て支援講座
　 　子育て健康課（子育て支援センター）と共催で講演会等を実施。（年４回）

　　　担当者会を開催し、内容を協議。過去の実績で好評だった内容、担当者の推薦で決定。
【改】子育て中の保護者の運動不足解消を図るため、子どもと一緒に体を動かすことができる内容を
　　　 取り入れる。

2　家庭教育講座
【改】各学校と連携、年度毎の大きなテーマを設定しつつ、参観日等多数の保護者が参集する機会を活用
　　　しながら発達段階に応じた家庭教育講演会を実施する。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 586 事業名 家庭教育支援推進事業 事業区分

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ 地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 子どもを産み育てやすいまちづくりの実現 重点項目

施策 楽しく子育て・親育て支援 施策
社会教育総務費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等

＜子育て支援講座＞
子どもと一緒に体を動かす内容を中心に取り入れることで、満足度の維持・向上を図る。
＜家庭教育講座＞
統一した大きなテーマを設定し、発達課題に応じてテーマに沿った内容で講演会を実施する。

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)

57

事業の対象
(だれに)

乳幼児期～思春期の子どもをもつ保護者

事業の目的
(なんのために)

家庭教育に関する学習機会を提供することで、乳幼児期～思春期の子どもの発達段階における保護者の悩み
の解決や自身の子育てについて振り返る機会を設定する。それにより家庭教育支援を行う。

平成29年度 171 0 114 0 0

規程の名称 社会教育法

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 参加者アンケートにおける満足度の維持・向上

年度毎
KPI

年度 27

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

28 29 30 31

指標 90 90 95

90 90
実績 75 82

アンケート満足度で
「大変良かった」の
割合

％
目標 90

達成率 91%

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度 171 0 114 0 0 57 164
平成28年度 171 0 114 0 0 57
平成29年度 171 0 114 0 0 57

0前年度増減 0 0 0 0 0

-⑮-7-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

3
1
1
9 4 1

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

・施設管理費　　　　　　　　211千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 学芸文化係

29

事業番号 587 事業名 無盡庵管理 事業区分

総合計画 基本理念 地域資源を生かした豊かなまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで輝く 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 豊かな自然と文化を生かした観光振興 重点項目

施策 自然・歴史・文化の継承と地域資源の活用 施策
社会教育総務費

事業期間 開始 平成１６年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

211

事業の対象
(だれに)

一般町民 

事業の目的
(なんのために)

地域住民の交流の場として提供するとともに、施設の維持管理を行う。

平成29年度 211 0 0 0 0

28 29

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 琴浦町桐谷家住宅条例、琴浦町桐谷家住宅規則

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

30 31

指標

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

年度 27

実績
目標

達成率

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度 196 0 0 0 0 196 187
平成28年度 196 0 0 0 0 196
平成29年度 211 0 0 0 0 211

15前年度増減 15 0 0 0 0

1　公共施設等総合管理計画に基づき、維持管理

-⑮-8-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1 1
2 3
2 1
9 4 1

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

1　１０秒の愛実行委員会の開催 88 千円
　　　啓発内容等について検討・協議する。

【新】町内各種団体の研修に講師として実行委員を派遣し、１０秒の愛の推進をはじめ子育ての悩みや

　　 課題を題材にワークショップや話し合いなどを通して親同士のつながりを深める。
 
3　日めくりカレンダーの作成・配布 642 千円
【新】川柳・標語・親から子へのメッセージを活用した、子どもとのふれあいにおけるヒントとなる
       ３１日分の日めくりカレンダーを作成し、家庭へ配布する。

4　各種ＰＲ活動展開
【改】町ホームページの啓発内容リニューアル
【新】実行委員会出演のTCC10秒PR（川柳・標語の朗読等）・ロールプレイ等放送

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 1202 事業名 ことうら１０秒の愛～やさしさの貯金～ 事業区分

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ 地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ 地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ 地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

重点項目 子どもを産み育てやすい町づくりの実現 重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実

施策 楽しく子育て・親育て支援 施策 安心して学べる学校環境の充実
社会教育総務費

事業期間 開始 平成１９年度 終了 － 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等

学校との協力体制の強化
具体的でより広く町民へ伝わる啓発へと改善する。日々目に留まることで、生まれる「気づき」を大切にす
るよう啓発の工夫を行う。

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　)

778

事業の対象
(だれに)

保護者、地域の大人、小中学生　等

事業の目的
(なんのために)

子どもたちの心の成長のため、それぞれの家庭にあったやり方で日常のささやかな時間でも子どもと向き合
うことを推進し、大人の子どもに対する意識の向上を目指す。

平成29年度 778 0 0 0 0

規程の名称 教育基本法

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標
自分には良いところがあると思う中学生の割合を９０％にする。（全国学力・学
習状況調査）

年度毎
KPI

年度 27

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

28 29 30 31

指標 75% 80% 85% 90%

5 5
実績 ‐ ‐ ‐

研修への講師派遣回
数

回
目標 ‐ ‐ ‐

達成率 ‐ ‐ ‐

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度 120 0 0 0 0 120 32 フォーラム開催なし
平成28年度 1,248 0 572 0 0 586
平成29年度 778 0 0 0 0 778

192前年度増減 -470 0 -572 0 0

2　実行委員の研修会派遣

-⑮-9-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4 4
1 2
3 1
9 4 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　地域教育事業の展開 25,123 千円
　　　社会教育法・琴浦町公民館条例に基づき各地区公民館を設置、館長・主事を配置し、各部落役員、
　　 公民館運営協議会と連携し、地域密着型の教育・学習事業を展開する。

　平成29年度においては、次の各点を重点目標としながら取り組みを行う。
　　　　「学習講座リスト」等による必要課題学習機会の提供と学習内容の深化
　　　　自主運営化推進による住民自らが学習活動推進を行う機運の醸成
【新】　事業内容見直し推進（今後の社会を見据えて、大型事業も含めた事業見直しの奨励）

２　公民館施設管理・営繕 11,626 千円
　　　各地区公民館施設の維持管理・修繕を行い、より安全・安心な学習環境整備を推進する。
　　　また、公共施設等総合管理計画に基づき、公民館の統合・移設等を適期に行い、時代にあった施設
　　 施設利活用の推進を行う。
　　　　各地区公民館修繕費 1,500 千円
　　　　各地区公民館光熱水費 4,400 千円
【新】　安田地区公民館耐震診断委託料 3,340 千円
【新】　成美地区公民館・船上こども園複合施設検討会 60 千円
　　　　その他修繕費等 2,326 千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 320 事業名 一般管理 事業区分

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく
重点項目 移住・定住 重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり

施策 地域の拠点の整備促進 施策 健康に生きるまちづくり
公民館費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等
公民館移設等への対応に積極的対応を図る。

36,749

事業の対象
(だれに)

一般町民、自治会、地域団体等

事業の目的
(なんのために)

　各地区内自治会と連携した教育・学習事業の展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を
高めあうような環境を醸成しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興等に資する。

平成29年度 36,749 0 0 0 0

年度 27 28 29 30 31

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 社会教育法、琴浦町公民館条例、琴浦町公民館規則、琴浦町公民館使用条例

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標
・利用者減少率が人口減少率を下回る状態の維持
・自主運営サークル51団体

年度毎
KPI

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

指標 サークル40団体 サークル45団体 サークル48団体 サークル51団体 サークル55団体

3 3
実績 ― 2 5自主運営サークル数 団体
目標 ― 3 5

達成率 ― 66% 100%

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度 34,769 0 0 0 0 34,769 38,745
平成28年度 33,720 0 0 0 0 33,720
平成29年度 36,749 0 0 0 0 36,749

3,029前年度増減 3,029 0 0 0 0

-⑮-10-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4 4
1 2
3 1
9 4 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　公民館運営協議会設置 222 千円
　　　公民館の運営について審議・推進するため公民館運営協議会を設置、地域の関係者意見を受け
　　 ながら、公民館活動を展開する。

２　公民館管理 249 千円
　　　消耗品・印刷製本費等公民館用各種事務経費。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 674 事業名 赤碕地区公民館管理事業 事業区分

総合計画 基本理念 安全で安心して暮らせるまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく
重点項目 移住・定住 重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり

施策 地域の拠点の整備促進 施策 健康に生きるまちづくり
公民館費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳

備考国庫
支出金

県支出金
その他
(収入)

起債 一般財源

466

事業の対象
(だれに)

一般町民、自治会、地域団体等

事業の目的
(なんのために)

　地区内各自治会と連携した教育・学習事業の展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を
高めあうような環境を醸成しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興、地域課題の解決等に資する。

平成29年度 471 0 0 5 0

3 3
活動項目 年度

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

規程の名称 社会教育法、琴浦町公民館条例、琴浦町公民館規則、琴浦町公民館使用条例

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)

実績 ― 2 5

0 541
平成28年度 480 0 0 5 0 475
平成27年度 0 0 5

0 0 0 -9
平成29年度 471 0 0 5 0 466

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

　社会教育法並びに琴浦町公民館条例の規定に基づき赤碕地区公民館を設置し、館長・主事を配置、
各種教育事業展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を高め得るような環境を醸成
しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興等に資する。
　本事業では、主に赤碕地区公民館管理関係予算を計上する。

前年度
からの

改善点等

29 30

自主運営サークル数 団体

30 31

指標 サークル40団体 サークル45団体 サークル48団体 サークル51団体 サークル55団体

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標
・利用者減少率が人口減少率を下回る状態の維持
・自主運営サークル51団体

年度毎
KPI

年度 27 28 29

年度
当初

予算額
(千円)

26(実績) 27(実績) 28(現時点)

達成率 ― 66% 100%

目標 ― 3 5

546 520

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

前年度増減 -9 0

-⑮-11-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4 4
1 2
3 1
9 4 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　公民館運営協議会設置 222 千円
　　　公民館の運営について審議・推進するため公民館運営協議会を設置、地域の関係者意見を受け
　　 ながら、公民館活動を展開する。

２　公民館管理 238 千円
　　　消耗品・印刷製本費等公民館用各種事務経費。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 675 事業名 安田地区公民館管理事業 事業区分

総合計画 基本理念 安全で安心して暮らせるまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく
重点項目 移住・定住 重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり

施策 地域の拠点の整備促進 施策 健康に生きるまちづくり
公民館費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

420

事業の対象
(だれに)

一般町民、自治会、地域団体等

事業の目的
(なんのために)

　地区内各自治会と連携した教育・学習事業の展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を
高めあうような環境を醸成しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興、地域課題の解決等に資する。

平成29年度 460 0 0 40 0

指標 サークル40団体

31

サークル45団体 サークル48団体 サークル51団体

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)

　社会教育法並びに琴浦町公民館条例の規定に基づき安田地区公民館を設置し、館長・主事を配置、
各種教育事業展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を高め得るような環境を醸成
しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興等に資する。
　本事業では、主に安田地区公民館管理関係予算を計上する。

29 30
目標 ― 3 5 3 3
年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点)

達成率 ― 66% 100%
実績 ― 2 5

平成28年度 468 0 0 40 0 428
平成27年度 441 0 0 40 0 401

420
-8 0 0 0 0

平成29年度 460 0 0 40 0
-8

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等
和室へのエアコン導入により燃料費を削減することができた。

規程の名称 社会教育法、琴浦町公民館条例、琴浦町公民館規則、琴浦町公民館使用条例

重要業績
評価指標

KPI

サークル55団体

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目

自主運営サークル数 団体

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標
・利用者減少率が人口減少率を下回る状態の維持
・自主運営サークル51団体

年度毎
KPI

年度 27 28 29 30

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

前年度増減

-⑮-12-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4 4
1 2
3 1
9 4 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　公民館運営協議会設置 222 千円
　　　公民館の運営について審議・推進するため公民館運営協議会を設置、地域の関係者意見を
　　  受けながら、公民館活動を展開する。

２　公民館管理 588 千円
　　　消耗品・印刷製本費等公民館用各種事務経費。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 676 事業名 成美地区公民館管理事業 事業区分

総合計画 基本理念 安全で安心して暮らせるまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく
重点項目 移住・定住 重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり

施策 地域の拠点の整備促進 施策 健康に生きるまちづくり
公民館費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳

備考国庫
支出金

県支出金
その他
(収入)

起債 一般財源

725

事業の対象
(だれに)

一般町民、自治会、地域団体等

事業の目的
(なんのために)

　地区内各自治会と連携した教育・学習事業の展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を
高めあうような環境を醸成しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興、地域課題の解決等に資する。

平成29年度 810 0 0 85 0

年度毎
KPI

年度 27 28 29 30 31

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等

　光熱費の削減に努めるため、館内にエアコンの設定温度の張り紙をして来館者への啓発を行った。またミ
ニデイサービスの高齢者や児童クラブの子どもでも使いやすいように水道のレバーを取替えて水がきちんと
止めれるように改善し、節水に努めている。

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称

　社会教育法並びに琴浦町公民館条例の規定に基づき成美地区公民館を設置し、館長・主事を配置、
各種教育事業展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を高め得るような環境を醸成
しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興等に資する。
　本事業では、主に成美地区公民館管理関係予算を計上する。

社会教育法、琴浦町公民館条例、琴浦町公民館規則、琴浦町公民館使用条例

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

指標 サークル40団体 サークル45団体 サークル48団体 サークル51団体 サークル55団体

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標
・利用者減少率が人口減少率を下回る状態の維持
・自主運営サークル51団体

自主運営サークル数 団体
目標 ― 3 5

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

― 2 5
3 3

実績
達成率 ― 66% 100%

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成28年度 822 0 0 85 0 737
平成27年度 827 0 0 130 0 697 805

725
前年度増減 -12 0 0 0 0 -12
平成29年度 810 0 0 85 0

-⑮-13-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4 4
1 2
3 1
9 4 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　公民館運営協議会設置 222 千円
　　　公民館の運営について審議・推進するため公民館運営協議会を設置、地域の関係者意見を受け
　　 ながら、公民館活動を展開する。

２　公民館管理 234 千円
　　　消耗品・印刷製本費等公民館用各種事務経費。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 677 事業名 以西地区公民館管理事業 事業区分

総合計画 基本理念 安全で安心して暮らせるまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく
重点項目 移住・定住 重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり

施策 地域の拠点の整備促進 施策 健康に生きるまちづくり
公民館費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

　社会教育法並びに琴浦町公民館条例の規定に基づき以西地区公民館を設置し、館長・主事を配置、
各種教育事業展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を高め得るような環境を醸成
しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興等に資する。
　本事業では、主に以西地区公民館管理関係予算を計上する。

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

403

事業の対象
(だれに)

一般町民、自治会、地域団体等

事業の目的
(なんのために)

　地区内各自治会と連携した教育・学習事業の展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を
高めあうような環境を醸成しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興、地域課題の解決等に資する。

平成29年度 456 0 0 53 0

年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

27 28 29 30 31

2 5自主運営サークル数 団体
目標 ― 3 5

達成率 ― 66% 100%

0 0 68 0 406

国庫
支出金

県支出金
その他
(収入)

起債 一般財源

403
-10 0 0 0 0 -10
456 0 0 53 0

前年度
からの

改善点等

・お昼時間は消灯し節電を図っている。
・公民館運営協議会委員に元気のいい女性メンバーを加入推進、教室参加の呼びかけに力を入れる。

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 社会教育法、琴浦町公民館条例、琴浦町公民館規則、琴浦町公民館使用条例

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標
・利用者減少率が人口減少率を下回る状態の維持
・自主運営サークル51団体

年度毎
KPI

年度

指標 サークル40団体 サークル45団体 サークル48団体 サークル51団体 サークル55団体

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目
3 3

実績 ―

平成29年度
前年度増減

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考

平成27年度 410
0 413466 0 0 53平成28年度

474

-⑮-14-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4 4
1 2
3 1
9 4 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

　社会教育法並びに琴浦町公民館条例の規定に基づき八橋地区公民館を設置し、館長・主事を配置、
各種教育事業展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を高め得るような環境を
醸成しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興等に資する。
　本事業では、主に八橋地区公民館管理関係予算を計上する。

１　公民館運営協議会設置 222 千円
　　　公民館の運営について審議・推進するため公民館運営協議会を設置、地域の関係者意見を受け
　　 ながら、公民館活動を展開する。

２　公民館管理 363 千円

　　　消耗品・印刷製本費等公民館用各種事務経費。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 678 事業名 八橋地区公民館管理事業 事業区分

総合計画 基本理念 安全で安心して暮らせるまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく
重点項目 移住・定住 重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり

施策 地域の拠点の整備促進 施策 健康に生きるまちづくり
公民館費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

3 3
活動項目 年度

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

規程の名称 社会教育法、琴浦町公民館条例、琴浦町公民館規則、琴浦町公民館使用条例

557

事業の対象
(だれに)

一般町民、自治会、地域団体等

事業の目的
(なんのために)

　地区内各自治会と連携した教育・学習事業の展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を高
めあうような環境を醸成しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興、地域課題の解決等に資する。

平成29年度 585 0 0 28 0

0 572
平成28年度 586 0 0 28 0 558
平成27年度 0 0 23

0 0 0 -1 
平成29年度 585 0 0 28 0 557

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標
・利用者減少率が人口減少率を下回る状態の維持
・自主運営サークル51団体

年度毎
KPI

年度 27 28 29 30

29 30

自主運営サークル数 団体

31

指標 サークル40団体 サークル45団体 サークル48団体 サークル51団体 サークル55団体

達成率 ― 66% 100%
実績 ― 2 5
目標

年度
当初

予算額
(千円)

26(実績) 27(実績) 28(現時点)
― 3 5

595 585

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

前年度増減 -1 0

-⑮-15-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4 4
1 2
3 1
9 4 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

　社会教育法並びに琴浦町公民館条例の規定に基づき浦安地区公民館を設置し、館長・主事を配置、
各種教育事業展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を高め得るような環境を
醸成しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興等に資する。
　本事業では、主に浦安地区公民館管理関係予算を計上する。

１　公民館運営協議会設置 222 千円
　　　公民館の運営について審議・推進するため公民館運営協議会を設置、地域の関係者意見を受け
　　 ながら、公民館活動を展開する。

２　公民館管理 327 千円
　　　消耗品・印刷製本費等公民館用各種事務経費。

・利用者への協力と理解を得ながら、今ある環境で事業を継続する。
・開かれた公民館活動を目指し、情報公開、幅広い情報発信につとめる。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 679 事業名 浦安地区公民館管理事業 事業区分

総合計画 基本理念 安全で安心して暮らせるまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく
重点項目 移住・定住 重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり

施策 地域の拠点の整備促進 施策 健康に生きるまちづくり
公民館費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)

322

事業の対象
(だれに)

一般町民、自治会、地域団体等

事業の目的
(なんのために)

　地区内各自治会と連携した教育・学習事業の展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を
高めあうような環境を醸成しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興、地域課題の解決等に資する。

平成29年度 549 227

29 30
目標 ― 3 5 3 3
年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点)

達成率 ― 66% 100%
実績 ― 2 5

平成28年度 554 0 0 227 0 327
平成27年度 578 0 0 216 0 362 553

322
-5 0 0 0 0

平成29年度 549 0 0 227 0
-5

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等

規程の名称 社会教育法、琴浦町公民館条例、琴浦町公民館規則、琴浦町公民館使用条例

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標
・利用者減少率が人口減少率を下回る状態の維持
・自主運営サークル51団体

年度毎
KPI

年度 27 28 29 30 31

指標 サークル40団体 サークル45団体 サークル48団体 サークル51団体 サークル55団体

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目

自主運営サークル数 団体

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

前年度増減

-⑮-16-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4 4
1 2
3 1
9 4 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

 　社会教育法並びに琴浦町公民館条例の規定に基づき下郷地区公民館を設置し、館長・主事を配置、
 各種教育事業展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化教養を高め得るような環境を

 醸成しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興等に資する。
　　本事業では、下郷地区公民館管理経費を計上する。

１　公民館運営協議会設置 222 千円
　　　公民館の運営について審議・推進するため公民館運営協議会を設置、地域の関係者意見を受け
　　 ながら、公民館活動を展開する。

２　公民館管理 423 千円
　　　消耗品・印刷製本費等公民館用各種事務経費。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 680 事業名 下郷地区公民館管理事業 事業区分

総合計画 基本理念 安全で安心して暮らせるまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく
重点項目 移住・定住 重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり

施策 地域の拠点の整備促進 施策 健康に生きるまちづくり
公民館費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

28 29

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 社会教育法、琴浦町公民館条例、琴浦町公民館規則、琴浦町公民館使用条例

640

事業の対象
(だれに)

一般町民、自治会、地域団体等

事業の目的
(なんのために)

　地区内各自治会と連携した教育・学習事業の展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を
高めあうような環境を醸成しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興、地域課題の解決等に資する。

平成29年度 645 0 0 5 0

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

30 31

指標 サークル40団体 サークル45団体 サークル48団体 サークル51団体 サークル55団体

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標
・利用者減少率が人口減少率を下回る状態の維持
・自主運営サークル51団体

年度毎
KPI

年度 27

3 3
実績 ― 2 5自主運営サークル数 団体
目標 ― 3 5

達成率 ― 66% 100%

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度 658 0 0 5 0 653 625
平成28年度 652 0 0 5 0 647
平成29年度 645 0 0 5 0 640

-7前年度増減 -7 0 0 0 0

-⑮-17-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4 4
1 2
3 1
9 4 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

　社会教育法、並びに琴浦町公民館条例の規定に基づき上郷地区公民館を設置し、館長・主事を配置、
各種教育事業展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を高め得るような環境を醸成
しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興等に資する。
　本事業では、主に上郷地区公民館管理関係予算を計上する。

１　公民館運営協議会設置 222 千円
　　　公民館の運営について審議・推進するため公民館運営協議会を設置、地域の関係者意見を受け
　　 ながら、公民館活動を展開する。

２　公民館管理 196 千円
　　　消耗品・印刷製本費等公民館用各種事務経費。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 681 事業名 上郷地区公民館管理事業 事業区分

総合計画 基本理念 安全で安心して暮らせるまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく
重点項目 移住・定住 重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり

施策 地域の拠点の整備促進 施策 健康に生きるまちづくり
公民館費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等

413

事業の対象
(だれに)

一般町民、自治会、地域団体等

事業の目的
(なんのために)

　地区内各自治会と連携した教育・学習事業の展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を
高めあうような環境を醸成しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興、地域課題の解決等に資する。

平成29年度 418 0 0 5 0

達成率 ― 66% 100%
自主運営サークル数 団体

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 社会教育法、琴浦町公民館条例、琴浦町公民館規則、琴浦町公民館使用条例

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標
・利用者減少率が人口減少率を下回る状態の維持
・自主運営サークル51団体

年度
年度毎
KPI 指標

年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

27 28 29 30 31

サークル40団体 サークル45団体 サークル48団体 サークル51団体 サークル55団体

実績 ― 2 5
目標 ― 3 5 3 3

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

429 425
平成28年度 421 0 0 5 0 416
平成27年度 434 0 0 5 0

前年度増減 11 0 0 0 0
平成29年度 432 0 0 5 0

11
427
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4 4
1 2
3 1
9 4 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　公民館運営協議会設置 222 千円
　　　公民館の運営について審議・推進するため公民館運営協議会を設置、地域の関係者意見を受け
　　 ながら、公民館活動を展開する。

２　公民館管理 295 千円
　　　消耗品・印刷製本費等公民館用各種事務経費。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 682 事業名 古布庄地区公民館管理事業 事業区分

総合計画 基本理念 安全で安心して暮らせるまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく
重点項目 移住・定住 重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり

施策 地域の拠点の整備促進 施策 健康に生きるまちづくり
公民館費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

512

事業の対象
(だれに)

一般町民、自治会、地域団体等

事業の目的
(なんのために)

　地区内各自治会と連携した教育・学習事業の展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を
高めあうような環境を醸成しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興、地域課題の解決等に資する。

平成29年度 517 0 0 5 0

28 29

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等
備品等の整理をし、使いやすいレイアウトに努めた。

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 社会教育法、琴浦町公民館条例、琴浦町公民館規則、琴浦町公民館使用条例

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

30 31

指標 サークル40団体 サークル45団体 サークル48団体 サークル51団体 サークル55団体

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標
・利用者減少率が人口減少率を下回る状態の維持
・自主運営サークル51団体

年度毎
KPI

年度 27

3 3
実績 ― 2 5自主運営サークル数 団体
目標 ― 3 5

達成率 ― 66% 100%

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度 523 0 0 5 0 518
平成28年度 516 0 0 5 0 511

1

　社会教育法並びに琴浦町公民館条例の規定に基づき古布庄地区公民館を設置し、館長・主事を配置、
各種教育事業展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を高め得るような環境を醸成
しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興等に資する。
　本事業では、主に古布庄地区公民館管理関係予算を計上する。

前年度増減 1 0 0 0 0
平成29年度 517 0 0 5 0 512

492
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4 4
1 2
3 1
9 4 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　各種教育事業推進
　　　地区住民を対象に教育事業を推進する。赤碕地区の主な取り組みは下記のとおり。

・乳幼児学級　少子化・核家族化が進む中、保護者の孤立防止を図るとともに、子育て相談の場を提供
・女性教室　　女性の地域活動の大切さを重視し、地域課題の学習・仲間作りを目指した生涯学習を推進
・町民運動会　赤碕地区町民が一堂に集まり、体力づくり推進・地域の親睦を図る
・公民館祭　　赤碕小学校を会場に、地域の親睦と生涯学習の推進啓発を目的に開催。卓球大会も開催
・チャレンジ登山　他地区公民館との共催事業。健康推進と他地区住民との親睦を深める
・自主運営サークル育成　サークルへの援助・助言等

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 683 事業名 赤碕地区公民館活動事業 事業区分

総合計画 基本理念 安全で安心して暮らせるまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく
重点項目 移住・定住 重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり

施策 地域の拠点の整備促進 施策 健康に生きるまちづくり
公民館費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

各種教育事業展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を高め得るような環境を醸成
しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興等に資する。

□法令(義務)　■法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 社会教育法、琴浦町公民館条例、琴浦町公民館規則、琴浦町公民館使用条例

501

事業の対象
(だれに)

一般町民、自治会、地域団体等

平成29年度 501 0 0 0 0

事業の目的
(なんのために)

　地区内各自治会と連携した教育・学習事業の展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を
高めあうような環境を醸成しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興、地域課題の解決等に資する。

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

　社会教育法並びに琴浦町公民館条例の規定に基づき赤碕地区公民館を設置し、館長・主事を配置、

前年度
からの

改善点等

根拠法令等

0 -1790 0 0

3
実績 ― 2

26(実績)

30 31

指標 サークル40団体 サークル45団体 サークル48団体 サークル51団体 サークル55団体

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標
・利用者減少率が人口減少率を下回る状態の維持
・自主運営サークル51団体

年度毎
KPI

年度 27 28 29

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度

自主運営サークル数 団体
目標 ― 3 5 3

27(実績) 28(現時点) 29 30

5
達成率 ― 66% 100%

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

675 550

平成28年度 680 0 0 0 0 680

平成27年度 675 0 0 0 0

平成29年度 501 0 0 0 0 501

前年度増減 -179
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4 4
1 2
3 1
9 4 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　各種教育事業推進
　　　地区住民を対象に教育事業を推進する。安田地区の主な取り組みは下記のとおり。

・女性教室　 　　 手芸教室・料理教室

・乳幼児教室　　　子育てサロン
・青少年活動　　　以西ﾅｲﾄｳｫｰｸﾗﾘｰ・他活動年4回計画

・シニア教室　　　グラウンドゴルフ交流会・栄養教室・スーパーシニア講座

・公民館祭　　　　公民館のつどい

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 684 事業名 安田地区公民館活動事業 事業区分

総合計画 基本理念 安全で安心して暮らせるまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく
重点項目 移住・定住 重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり

施策 地域の拠点の整備促進 施策 健康に生きるまちづくり
公民館費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

　社会教育法並びに琴浦町公民館条例の規定に基づき安田地区公民館を設置し、館長・主事を配置、
各種教育事業展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を高め得るような環境を醸成
しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興等に資する。

事業の目的
(なんのために)

　地区内各自治会と連携した教育・学習事業の展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を
高めあうような環境を醸成しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興、地域課題の解決等に資する。

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

457

事業の対象
(だれに)

一般町民、自治会、地域団体等

平成29年度 457 0 0 0 0

―

サークル40団体 サークル45団体

27 28

平成27年度 400 0 0 0 0

決算額

・子育て世代活動　安心お菓子作り・ハロウィンパーティー・遊びコーナー[公民館祭]等
・成人教室　　　　地域づくり集会・安田てくてくウォーク・チャレンジ登山等

・スポーツ事業　　グラウンドゴルフ大会・ソフトボール大会・町民運動会・バレーボール大会等

前年度
からの

改善点等

・住民の地域づくりの意識向上の為、各種団体及び組織と蜜に係わりながら、意見を参考にし
　地域活性化につながる取組みを進めて行くことを目標に講演会・審議会など定期的に開催。
・子育てサポート体制のあり方を検討・改善。
・地域の担い手や地域活性化のために高齢者の方が有する知恵・技能・特技などを還元できる場
　づくりを進める。
・多文化共生の理解・異文化・各国の伝統的な遊びなどを通して子どもたち・地域住民の国際的な
　感覚を養い理解する素地づくりを進める。

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)

-1
平成29年度

400
平成28年度 458 0 0 0

規程の名称 社会教育法、琴浦町公民館条例、琴浦町公民館規則、琴浦町公民館使用条例

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標
・利用者減少率が人口減少率を下回る状態の維持
・自主運営サークル51団体

年度毎
KPI

年度

指標

29 30 31

サークル48団体 サークル51団体 サークル55団体

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

自主運営サークル数 団体
目標 ― 3 5 3 3
実績 2 5

達成率 ― 66% 100%

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

396

457 0 0 0 0 457
0 458

前年度増減 -1 0 0 0 0
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4 4
1 2
3 1
9 4 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　各種教育事業推進
　　　地区住民を対象に教育事業を推進する。成美地区の主な取り組みは下記のとおり。

・船上小学校児童を対象にした船上キッズ（以西･成美･安田地区公民館共催事業）を地域の
　ボランティア等の協力を得て体験活動など更なる内容の充実を図る。
・成美地区にある文化財等についての関心や理解を深めるための学習を設け、地域を知る機会を

　つくる。
・チャレンジ登山、女性教室など、他の公民館との共催で行うことで、他地域住民との交流や
　学習内容の充実を図る。
・隣接する小学校やこども園と連携をとりあい事業を行う。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 685 事業名 成美地区公民館活動事業 事業区分

総合計画 基本理念 安全で安心して暮らせるまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく
重点項目 移住・定住 重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり

施策 地域の拠点の整備促進 施策 健康に生きるまちづくり
公民館費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

　社会教育法並びに琴浦町公民館条例の規定に基づき成美地区公民館を設置し、館長・主事を配置、
各種教育事業展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を高め得るような環境を醸成
しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興等に資する。

452

事業の対象
(だれに)

一般町民、自治会、地域団体等

事業の目的
(なんのために)

　地区内各自治会と連携した教育・学習事業の展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を
高めあうような環境を醸成しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興、地域課題の解決等に資する。

平成29年度 452 0 0 0 0

29 30

自主運営サークル数 団体
目標 ― 3 5 3 3
年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点)

達成率 ― 66% 100%
実績 ― 2 5

0

国庫
支出金

県支出金
その他
(収入)

起債 一般財源

-27 0 0 0 0 -27

479
452 0 0 0 0 452
479 0 0 0 0

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等

女性教室で他の公民館との共催で事業を行うことで１館では実施しにくい事業を行う。公民館に送られてく
る数多くのイベント情報などを来場者にわかりやすく展示し学習機会を増やすよう努める。

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 社会教育法、琴浦町公民館条例、琴浦町公民館規則、琴浦町公民館使用条例

重要業績
評価指標

KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

・利用者減少率が人口減少率を下回る状態の維持
・自主運営サークル51団体

年度毎
KPI

年度 27 28 29 30

指標 サークル40団体

31

サークル45団体

指標
最終
KPI

サークル48団体 サークル51団体 サークル55団体

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目

平成28年度
平成29年度

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考

449 443平成27年度 449 0 0 0

前年度増減

-⑮-22-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4 4
1 2
3 1
9 4 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　各種教育事業推進
　　　地区住民を対象に教育事業を推進する。以西地区の主な取り組みは下記のとおり。

・少子高齢化、人口減少が急速に進む中、人と人とが交流できる場作りに年間通して取り組む。
・生涯学習を身近なものとし、誰もが参加しやすい環境づを作り、地域の繋がりを強くする。
・各種スポーツ大会、町民運動会、公民館の集い、サークル活動の推進。
・以西の伝統芸能「以西おどり」を次世代に継承していく活動を積極的に行いながら、お盆行事や
　以西夢まつりを開催し伝承していく。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 686 事業名 以西地区公民館活動事業 事業区分

総合計画 基本理念 安全で安心して暮らせるまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく
重点項目 移住・定住 重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり

施策 地域の拠点の整備促進 施策 健康に生きるまちづくり
公民館費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

　社会教育法並びに琴浦町公民館条例の規定に基づき以西地区公民館を設置し、館長・主事を配置、
各種教育事業展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を高め得るような環境を醸成

前年度
からの

改善点等

・何回かの女性教室活動の中で年１回、成美地区公民館と一緒に開催することで参加者に幅も出、
　参加者同士の交流が広がっている。

しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興等に資する。

456

事業の対象
(だれに)

一般町民、自治会、地域団体等

事業の目的
(なんのために)

　地区内各自治会と連携した教育・学習事業の展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を
高めあうような環境を醸成しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興、地域課題の解決等に資する。

平成29年度 456 0 0 0 0

年度 27 28 29 30 31

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 社会教育法、琴浦町公民館条例、琴浦町公民館規則、琴浦町公民館使用条例

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標
・利用者減少率が人口減少率を下回る状態の維持
・自主運営サークル51団体

年度毎
KPI

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

指標 サークル40団体 サークル45団体 サークル48団体 サークル51団体 サークル55団体

3 3
実績 ― 2 5自主運営サークル数 団体
目標 ― 3 5

達成率 ― 66% 100%

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度 448 0 0 0 0 448 427
平成28年度 461 0 0 0 0 461
平成29年度 456 0 0 0 0 456

-5前年度増減 -5 0 0 0 0

-⑮-23-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4 4
1 2
3 1
9 4 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　各種教育事業推進
　　　地区住民を対象に教育事業を推進する。八橋地区の主な取り組みは下記のとおり。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 687 事業名 八橋地区公民館活動事業 事業区分

総合計画 基本理念 安全で安心して暮らせるまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく
重点項目 移住・定住 重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり

施策 地域の拠点の整備促進 施策 健康に生きるまちづくり
公民館費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

670

事業の対象
(だれに)

一般町民、自治会、地域団体等

事業の目的
(なんのために)

　地区内各自治会と連携した教育・学習事業の展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を
高めあうような環境を醸成しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興、地域課題の解決等に資する。

平成29年度 670 0 0 0 0

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点)

28 29

指標
最終
KPI

29 30

自主運営サークル数 団体
目標 ― 3 5 3 3

100%
実績 ― 2 5

その他
(収入)

起債 一般財源

-31 0 0 0 0 -16

701
670 0 0 0 0 685
701 0 0 0 0

・家庭教育学級　　子どもを持つ親のあり方、家庭で果たすべき役割を見直す。
◎地域交流活動　 第４１回八橋地区公民館まつり（地区住民の親睦、交流と学習活動の発表の場）
◎社会体育活動　 スポーツを通じて住民相互の親睦と交流を深め、健康、体力の増進を図る。
　　　　　　　　　　　　（町民運動会・卓球大会・グラウンドゴルフ大会・ソフトバレーボール大会等）

前年度
からの

改善点等

　八橋ぶらりウォーキングも一定の目標を達したので事業を終了とし、新規事業を運営協議会にて検討、住
民の見聞を広める為に、文化教養講座「社会科見学」を行うこととした。

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

・一般教養講座　歴史・環境問題を考える講座・元気で生活する為の健康講座の開催
・女性教室　　　　女性の教養を高め、社会参加を促進。専門コースを開設
・教養講座　　　　地域の各部落女性部・教養部が自ら企画立案、運営する力を高める教室の開催支援
・文化教養講座　成人を対象に教養・歴史等の講座の開催（社会科見学・ふるさとを知る会等）

　社会教育法並びに琴浦町公民館条例の規定に基づき八橋地区公民館を設置し、館長・主事を配置、
各種教育事業展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を高め得るような環境を醸成
しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興等に資する。

・成人教室　　　　健康でより良い地域づくり・趣味等の講座の開催（健康寿命の延ばし方講座等）
・高齢者学級　　 仲間作りをとおして健康といきがいつくり（グランドゴルフ大会・高齢者料理教室等）
・スポーツ活動　 健康・体力づくりの増進を図る。
・地域子ども教室　地域・学校・家庭が協力した地域での体験活動推進（やばせキッズ）

30 31

指標 サークル40団体 サークル45団体 サークル48団体 サークル51団体 サークル55団体

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 社会教育法、琴浦町公民館条例、琴浦町公民館規則、琴浦町公民館使用条例

重要業績
評価指標

KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

・利用者減少率が人口減少率を下回る状態の維持
・自主運営サークル51団体

年度毎
KPI

年度 27

活動項目

達成率 ― 66%

平成28年度
平成29年度

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考

701 691平成27年度 701 0 0 0 0

国庫
支出金

県支出金

前年度増減

-⑮-24-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4 4
1 2
3 1
9 4 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　各種教育事業推進
　　　地区住民を対象に教育事業を推進する。浦安地区の主な取り組みは下記のとおり。

・一般教養講座　 元気でいきいき暮らしていくための食、健康、趣味の講座の開設
・女性教室　　　　 各部落女性部の企画運営の活動を支援。趣味、教養の向上のための講座開催
・文化・教養講座　教養・歴史など、地元の歴史講座や社会的課題をテーマにした講座の開催
・高齢者教室       高齢者が抱える社会問題などの講座開催や健康づくり、地域での生きがいや場所づくりの提供
・地域子ども教室　家庭、学校、地域が協力し、地域での体験活動の支援推進（うらやすキッズ）
・町民運動会、各種スポーツ大会　スポーツを通して住民の親睦と健康増進をはかる。

・部落女性部への講師派遣支援の削減
・Ｈ29年度運動会記念品費の削減（Ｈ28年中止のため記念品1部を再利用のため）
・公民館教室からの自主運営化へ向けての支援強化

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 688 事業名 浦安地区公民館活動事業 事業区分

総合計画 基本理念 安全で安心して暮らせるまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく
重点項目 移住・定住 重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり

施策 地域の拠点の整備促進 施策 健康に生きるまちづくり
公民館費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

　社会教育法並びに琴浦町公民館条例の規定に基づき浦安地区公民館を設置し、館長・主事を配置、
各種教育事業展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を高め得るような環境を醸成

しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興等に資する。

598

事業の対象
(だれに)

一般町民、自治会、地域団体等

事業の目的
(なんのために)

　地区内各自治会と連携した教育・学習事業の展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を
高めあうような環境を醸成しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興、地域課題の解決等に資する。

平成29年度 598 0 0 0 0

達成率 ― 66% 100%
自主運営サークル数 団体

30
目標

0 598
前年度増減 -48 0 0 0 0 -48

0 0 0

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 社会教育法、琴浦町公民館条例、琴浦町公民館規則、琴浦町公民館使用条例

サークル55団体

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

指標
・利用者減少率が人口減少率を下回る状態の維持
・自主運営サークル51団体

年度 27 28 29 30 31
年度毎
KPI 指標

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29

サークル40団体 サークル45団体 サークル48団体 サークル51団体

― 3 5 3 3
実績 ― 2 5

一般財源

平成27年度 659 0 0 0 0 659

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債

641
平成28年度 646 0 0 0 0 646
平成29年度 598
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4 4
1 2
3 1
9 4 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

　社会教育法並びに琴浦町公民館条例の規定に基づき下郷地区公民館を設置し、館長・主事を配置、
各種教育事業展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を高め得るような環境を醸成
しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興等に資する。

１　各種教育事業推進
　　　地区住民を対象に教育事業を推進する。下郷地区の主な取り組みは下記のとおり。

・一般教養講座では、地域社会への積極的な参加を促進する。
・女性教室では、女性の教養を高め、社会参加への意識を高める。
・地域子ども教室では、学校・家庭・地域が連携し、協力して子どもの体験学習を推進する。
・各種スポーツ活動を通じて、健康増進と住民相互の親睦を図る。
・まちの保健室事業では、地域住民が主体的・組織的に健康づくり活動を行うことが出来るよう、
　情報提供と実践の場を提供し、地域の健康づくりを推進する。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 689 事業名 下郷地区公民館活動事業 事業区分

総合計画 基本理念 安全で安心して暮らせるまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく
重点項目 移住・定住 重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり

施策 地域の拠点の整備促進 施策 健康に生きるまちづくり
公民館費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)

463

事業の対象
(だれに)

一般町民、自治会、地域団体等

事業の目的
(なんのために)

　地区内各自治会と連携した教育・学習事業の展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を
高めあうような環境を醸成しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興、地域課題の解決等に資する。

平成29年度 463 0 0 0 0

規程の名称 社会教育法、琴浦町公民館条例、琴浦町公民館規則、琴浦町公民館使用条例

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標
・利用者減少率が人口減少率を下回る状態の維持
・自主運営サークル51団体

年度毎
KPI

年度 27

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

28 29 30 31

指標 サークル40団体 サークル45団体 サークル48団体 サークル51団体 サークル55団体

3 3
実績 ― 2 5自主運営サークル数 団体
目標 ― 3 5

達成率 ― 66% 100%

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度 552 0 0 0 0 552 507
平成28年度 544 0 0 0 0 544
平成29年度 463 0 0 0 0 463

-81前年度増減 -81 0 0 0 0

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等

　地域住民の生活課題、地域課題に即応した学習支援、特に健康に関連した取り組みを強化する。また、公
民館活動からサークル活動への移行をより促して行く。
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4 4
1 2
3 1
9 4 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　各種教育事業推進
　　　地区住民を対象に教育事業を推進する。上郷地区の主な取り組みは下記のとおり。

・女性教室　　　　女性の教養を高め、社会参加への意識向上を図る。
・高齢者教室　　　高齢者の仲間づくりを通して親睦を深め、ひきこもり防止と生きがいづくりを行う。
・地域子ども教室　学校・家庭・地域が連携し、協力して子どもの体験学習を推進する。
・一般教養講座　　教養をテーマに、日常生活に密着した講座を展開する。
・文化教養講座　　教養・文化・歴史をテーマにした講座を展開する。
・スポーツ活動　　各種スポーツを通じて、世代交流・親睦・健康の増進を図る。
・成人教室　　　　物づくりを通じて、住民同士の親睦を深めながら知識の向上を深める。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 690 事業名 上郷地区公民館活動事業 事業区分

総合計画 基本理念 安全で安心して暮らせるまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく
重点項目 移住・定住 重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり

施策 地域の拠点の整備促進 施策 健康に生きるまちづくり
公民館費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

311

事業の対象
(だれに)

一般町民、自治会、地域団体等

事業の目的
(なんのために)

　地区内各自治会と連携した教育・学習事業の展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を
高めあうような環境を醸成しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興、地域課題の解決等に資する。

平成29年度 311 0 0 0 0

28 29

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等
業務量の適正化を図った。

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 社会教育法、琴浦町公民館条例、琴浦町公民館規則、琴浦町公民館使用条例

　社会教育法並びに琴浦町公民館条例の規定に基づき上郷地区公民館を設置し、館長・主事を配置、
各種教育事業展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を高め得るような環境を醸成
しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興等に資する。

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

30 31

指標 サークル40団体 サークル45団体 サークル48団体 サークル51団体 サークル55団体

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標
・利用者減少率が人口減少率を下回る状態の維持
・自主運営サークル51団体

年度毎
KPI

年度 27

3 3
実績 ― 2 5自主運営サークル数 団体
目標 ― 3 5

達成率 ― 66% 100%

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度 313 0 0 0 0 313 313
平成28年度 331 0 0 0 0 331
平成29年度 311 0 0 0 0 311

-20前年度増減 -20 0 0 0 0
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4 4
1 2
3 1
9 4 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　各種教育事業推進
　　　地区住民を対象に教育事業を推進する。古布庄地区の主な取り組みは下記のとおり。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 691 事業名 古布庄地区公民館活動事業 事業区分

総合計画 基本理念 安全で安心して暮らせるまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく
重点項目 移住・定住 重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり

施策 地域の拠点の整備促進 施策 健康に生きるまちづくり
公民館費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

477

事業の対象
(だれに)

一般町民、自治会、地域団体等

事業の目的
(なんのために)

　地区内各自治会と連携した教育・学習事業の展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を
高めあうような環境を醸成しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興、地域課題の解決等に資する。

平成29年度 477 0 0 0 0

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

　社会教育法並びに琴浦町公民館条例の規定に基づき古布庄地区公民館を設置し、館長・主事を配置、
各種教育事業展開を通じて、地域住民が自ら実生活に即した文化的教養を高め得るような環境を醸成
しつつ、住民の教養の向上、生活文化の振興等に資する。

前年度
からの

改善点等

・成人教室の回数と内容を見直し、若い年代層に向けた講座の開設をし新たな人材の発掘を図る。
・青少年向けの事業を企画し、幼児、小学生とその保護者が公民館を利用する機会を増やす。

・女性教室　　　　　女性の教養を高め社会参加を促すとともに、自ら企画運営する教室活動の推進を図る。
・文化・教養講座　地域住民の教養を高め、交流を図りながら学習活動を行う。
・一般教養講座　　だれもが日常生活を元気におくるための健康・教養についての講座
・成人教室　　　　　健康でいきいき暮らせるための講座を開設する。　

年度 27 28 29 30 31

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 社会教育法、琴浦町公民館条例、琴浦町公民館規則、琴浦町公民館使用条例

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標
・利用者減少率が人口減少率を下回る状態の維持
・自主運営サークル51団体

年度毎
KPI

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

指標 サークル40団体 サークル45団体 サークル48団体 サークル51団体 サークル55団体

3 3
実績 ― 2 5自主運営サークル数 団体
目標 ― 3 5

達成率 ― 66% 100%

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度 517 0 0 0 0 517 517
平成28年度 490 0 0 0 0 490
平成29年度 477 0 0 0 0 477

-13前年度増減 -13 0 0 0 0

・地域子ども教室　地域、学校、家庭が協力し、子どもを取り巻く環境と課題を把握し支援する。
　　　　　　　　　　　　　（せいごうキッズ・チャレンジschooｌ）
・町民運動会、スポーツ活動、公民館まつり
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

3

1

1
9 4 3

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１ 町内文化財保存・保護及び管理に関する事業

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 学芸文化係

29

事業番号 321 事業名 町内文化財保護事業 事業区分

総合計画 基本理念 地域資源を生かした豊かなまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで輝く 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ

重点項目   豊かな自然と文化を生かした観光振興 重点項目

施策 自然・歴史・文化の継承と地域資源の活用 施策
文化財保護費

事業期間 開始 ー 終了 ー 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

Ｈ２９年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

3,179

事業の対象
(だれに)

一般町民

事業の目的
(なんのために)

町内の文化財を後世に継承するため文化財の保存・保護及び活用、公開を行い、優れた郷土の歴史や文化を
理解していただくことで郷土愛の醸成に資する。

平成29年度 3,235 56 0 0 0

28 29

前年度
からの

改善点等

文化財建造物の老朽化による修理
無形民俗文化財の後継者育成

根拠法令等 ■法令(義務)　□法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 文化財保護法、琴浦町文化財保護条例、琴浦町財務規則

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

30 31

指標

河本家住宅来場
者
１，８０５人

河本家住宅来場
者
１，６００人
（１１月末）

河本家住宅来場
者
前年度増

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 良好な文化財保護・活用

年度毎
KPI

年度 27

実績
目標

達成率

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度 8,097 56 0 0 0 8,041 8,635 神崎神埼神社本殿改修

平成28年度 7,451 56 0 0 0 7,395 光徳寺楼門改修
平成29年度 3,235 56 0 0 0 3,179

-4,216前年度増減 -4,216 0 0 0 0

町内の貴重な文化財の保存・保護及び活用を推進する。
・文化財草刈・斎尾廃寺跡維持管理作業員賃金　　　　  774千円
・町指定等文化財管理委託料他　　　　　　　　　　　　741千円
・文化財建造物公開・活用促進事業費補助金  　　　　　500千円
・その他経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,220千円
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1
4
1
9 4 3

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１ 県の市町村施設活動支援事業の活用
【新】文化財センター設置に係る資料の整理・保管等についての助言・指導を仰ぐ。

・民具整理作業賃金　　　　　　　　　　444千円

・その他事務費　　　　　　　 　　　　 100千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

■新規 □継続
担当課 社会教育課 担当係 学芸文化係

29

事業番号 322 事業名 文化財活用啓発事業（文化財センター） 事業区分

総合計画 基本理念 誇り高く豊かな人を育むまちづくり 基本テーマ ふるさとの誇り生き生きとかがやくひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 ふるさとを愛する教育の充実 重点項目

施策 ふるさとへの誇りと愛着の醸成 施策
文化財保護費

事業期間 開始 平成２９年 終了 － 実施主体 □琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

838

事業の対象
(だれに)

一般町民

事業の目的
(なんのために)

郷土の歴史、民俗等に関する資料を収集し、保管、展示、活用して町民の利用に供し、町民及び地域社会の
文化向上を図るとともに、文化財保護の活動拠点として活用する。

平成29年度 838 0 0 0 0

28 29

前年度
からの

改善点等

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 文化財保護法

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

・施設活動支援事業負担金　　　　　　　294千円

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

30 31

指標 ― ― 設計 施工 開設

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 H31年度に文化財センター開所

年度毎
KPI

年度 27

実績 ― ― ―
目標 ― ― ―

達成率 ― ― ―

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度
平成28年度
平成29年度 838 0 0 0 0 838

838前年度増減 838 0 0 0 0

-⑮-30-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1
4
1
9 4 3

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

　　　民俗資料館の管理及び民俗資料の展示、活用及び文化の伝承、振興を図る。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 学芸文化係

29

事業番号 323 事業名 民俗資料館管理 事業区分

総合計画 基本理念 地域資源を生かした豊かなまちづくり 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 ふるさとを愛する教育の充実 重点項目

施策 ふるさとへの誇りと愛着の醸成 施策
文化財保護費

事業期間 開始 平成16年度 終了 － 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等

717

事業の対象
(だれに)

一般町民

事業の目的
(なんのために)

昔の庶民の生活や生産活動を民具や農具などの民俗資料をとおして理解し、文化財の大切さを知り、それら
を後世に伝える。

平成29年度 717 0 0 0 0

年度 27 28 29 30 31

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 文化財保護法

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 資料館の活性化

年度毎
KPI

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

指標 ―
小学校などの学習教材とし
て民俗資料を活用、啓発を
行う。来場者数1000人

歴史資料の修復を検討す
る。来場者数750人

文化財センターとのタイ
アップを考える。

文化財センターとのタイ
アップを考える。

実績
目標

達成率

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度 1,099 0 0 0 0 1,099 517
平成28年度 1,064 0 0 0 0 1,064
平成29年度 717 0 0 0 0 717

-347前年度増減 -347 0 0 0 0

  1 民俗資料館の管理

　　　　・民俗資料館展示用品 　100千円

・その他費用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 617千円

-⑮-31-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

3
1
1
9 4 3

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

　

　１ 特別史跡斎尾廃寺跡・史跡大高野官衙遺跡保存活用策定事業　　　
大高野官衙遺跡、斎尾廃寺跡の適正保存、活用を目的に検討委員会を開催し、保護と地域
活性化及び地域の宝となるよう保存活用計画策定を検討を行う。
・保存活用計画策定支援委託料　　　3,509千円
・検討委員会運営事務費　　　　　　1,674千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 学芸文化係

29

事業番号 1203 事業名 大高野遺跡保存・活用推進事業 事業区分

総合計画 基本理念 地域資源を生かした豊かなまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで輝く 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 豊かな自然と文化を活かした観光振興 重点項目

施策 自然・歴史・文化の継承と地域資源の活用 施策
文化財保護費

事業期間 開始 平成27年度 終了 平成29年度 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

文化財保護法

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

1,988

事業の対象
(だれに)

町内住民

事業の目的
(なんのために)

特別史跡斎尾廃寺跡・史跡大高野官衙遺跡の保存・活用計画を策定するため、地元関係者、有識者で検討
委員会を開催し、史跡の保存活用計画を策定し地域活性化、観光資源に資する。

平成29年度 5,183 2,663 532 0 0

達成率 - 10% 50%

前年度増減 -1,304 1,663 332 0 0 -3,299

0 5,287
平成29年度 5,183 2,663 532 0 0 1,988

1,000 200 0

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等
保存活用計画検討会運営管理

根拠法令等 ■法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称

指標 平成30年3月に特別史跡斎尾廃寺跡・史跡大高野官衙遺跡保存活用計画の策定。

年度毎
KPI

年度 27 28 29 30 31

指標
説明看板の設置
及びパンフレッ
トの作成

保存活用計画に
伴う測量図の作
成

保存活用計画の
策定

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

保存活用計画策定
目標 -

100%
実績 -

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源
年度

当初
予算額
(千円)

12,937
平成28年度 6,487
平成27年度 70,102 52,768 4,397 0 0
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

3
1
1
9 4 3

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１ 赤崎台場保存・活用推進事業　
「史跡鳥取藩台場跡」を有する北栄町・湯梨浜町と共に台場の保存活用の活動を行なう。
・事務費　　50千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 学芸文化係

29

事業番号 1261 事業名 赤崎台場跡保存・活用推進事業 事業区分

総合計画 基本理念 地域資源を生かした豊かなまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで輝く 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 豊かな自然と文化を活かした観光振興 重点項目

施策 自然・歴史・文化の継承と地域資源の活用 施策
文化財保護費

事業期間 開始 平成27年度 終了 － 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

文化財保護法

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

50

事業の対象
(だれに)

一般町民

事業の目的
(なんのために)

史跡鳥取藩台場跡の保存・活用の取組みを行う。

平成29年度 50 0 0 0 0

達成率

前年度増減 -199 0 0 0 0 -199

0 249
平成29年度 50 0 0 0 0 50

0 0 0

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等

・鳥取県中部で「史跡鳥取藩台場跡」を有する北栄町・湯梨浜町と共に３町連携事業として台場の保存活用
の活動を行う。平成29年度は湯梨浜町が講演会を企画しているため北栄町とともに協賛して行う。

根拠法令等 ■法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 保存活用計画策定

年度毎
KPI

年度 27 28 29 30 31

指標

・史跡への追加
指定
・発掘発掘報告
書の発刊
・記念講演会等
の開催

・指定記念講演
会の開催
・説明看板の設
置

・3町連携講演
会の開催

・パンフレット
の作成

・保存活用計画
検討

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30
目標
実績

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源
年度

当初
予算額
(千円)

1,408 628
平成28年度 249
平成27年度 1,408 0 0 0 0
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1
4
1
9 4 3

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　琴浦町誌編さんに関する方針について検討する。
・検討委員報償費　　　　　　48千円
・その他事務費　　　　　　　60千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 学芸文化係

29

事業番号 1262 事業名 町誌編さん事業 事業区分

総合計画 基本理念 地域資源を生かした豊かなまちづくり 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 ふるさとを愛する教育の充実 重点項目

施策 ふるさとへの誇りと愛着の醸成 施策
文化財保護費

事業期間 開始 平成27年度 終了 平成32年度 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

事業の対象
(だれに)

一般

事業の目的
(なんのために)

地域文化の継承が困難となりつつある状況の中、本町がどのようにして生まれ、歩んできたのかを振り返
り、現代または後世に生きる町民自身の郷土に対する関心と愛着をより深めるとともに、地域文化の継承に
より将来の郷土つくりの基礎となる。

平成29年度 108 0 0 0 0

編纂内容の検討
執筆者の選定
編纂内容

27 28 29 30 31

108

目標 ― 年2回開催 年3回開催 年3回開催 年4回開催
年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

達成率

200
136 0 0 0 0 136

一般財源

200 0 0 0 0

国庫
支出金

県支出金
その他
(収入)

起債

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称

執筆作業
校正作業

校正作業

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目

編纂内容の検討
（検討会の開催）

琴浦町教育委員会事務局事務規定

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 Ｈ32年度完成

年度毎
KPI

年度

指標 編纂内容の検討

実績 ― 2回開催 2回開催（うち1 ―

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考

平成29年度
前年度増減

平成27年度 80
平成28年度

0 -28-28 0 0 0
108 0 0 0 0 108
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

3
1
1
9 4 4

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１ 町内遺跡発掘調査事業　　 　　　
試掘調査を行い開発事業と文化財保護の調整を図る。
・発掘作業員賃金　　      　　1,501千円
・その他経費　　　　　　　　　　526千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 学芸文化係

29

事業番号 324 事業名 町内遺跡発掘調査事業 事業区分

総合計画 基本理念 地域資源を生かした豊かなまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで輝く 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 豊かな自然と文化を活かした観光振興 重点項目

施策 自然・歴史・文化の継承と地域資源の活用 施策
埋蔵文化財発掘調査費

事業期間 開始 平成16年度 終了 － 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

527

事業の対象
(だれに)

町内住民

事業の目的
(なんのために)

開発事業と文化財保護との調整を図る。

平成29年度 2,027 1,000 500 0 0

29 30

実績

26(実績) 27(実績) 28(現時点)

決算額 備考

0 -713前年度増減 -215 -107 0

年度毎
KPI

年度 27 28 29 30 31

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等
史跡範囲内での開発行為を早期に把握し、適切な試掘回数を設定した。

根拠法令等 ■法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 文化財保護法

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

指標

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標
開発事業と文化財保護との調整を行い必要に応じ発掘調査を行い記録保存を行
う。

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度
目標

達成率

一般財源

平成27年度 3,062 1,500 750 0 0 812

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債

2,342
平成28年度 3,062 1,215 607 0 0 1,240
平成29年度 2,027 1,000 500 0 0 527

-1,035
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

地域資源を生かした豊かなまち
3
1
1
9 4 4

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

　
１ 町道別所東線道路改良工事に伴う発掘調査事業　

発掘調査の記録保存を目的として実施した全面調査の報告書を作成する。
　　 ・印刷製本費　　　　　592千円
　　

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 学芸文化係

29

事業番号 1329 事業名 町道別所東線道路改良工事に伴う発掘調査事業 事業区分

総合計画 基本理念 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで輝く 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 豊かな自然と文化を活かした観光振興 重点項目

施策 自然・歴史・文化の継承と地域資源の活用 施策
埋蔵文化財発掘調査費

事業期間 開始 平成28年 終了 平成29年 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

592

事業の対象
(だれに)

一般町民

事業の目的
(なんのために)

　町道別所東線道路拡幅工事に伴う発掘調査の報告書を作成する。

平成29年度 592 0 0 0 0

28 29

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等
前年度に発掘調査及び整理作業が終了しているため本年度は報告書の編集作業のみになる。

根拠法令等 ■法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 文化財保護法

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

30 31

指標
・発掘調査及び
整理作業

・発掘調査報告
書刊行

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 別所第４遺跡の全面発掘調査に伴う報告書を発刊する。

年度毎
KPI

年度 27

実績
目標

達成率

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度
平成28年度 17,850 0 0 0 0 17,850
平成29年度 592 0 0 0 0 592

-17,258前年度増減 -17,258 0 0 0 0

-⑮-36-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

3
4
1
9 4 5

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

　　　センターの適切な管理と、利用者の学習環境の利便性と安全確保に努める。

・施設管理費　　　24,965千円
・施設維持修繕費　 　749千円

 ・自販機設置とオープンスペースにしたことで利用者が多くなった。（談話・自習）

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係

29

事業番号 325 事業名 生涯学習センター管理費 事業区分

重点項目 ふるさとを愛する教育の充実 重点項目
施策 ふるさとへの誇りと愛着お醸成 施策

総合計画 基本理念 基本テーマ だれもが健康で心豊かに暮らせるまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで輝く 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ

生涯学習センター運営費

事業期間 開始 平成９年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

前年度
からの

改善点等

・談話コーナー環境整備
・町内油店と協定を締結し変動単価による安定供給

21,310

事業の対象
(だれに)

一般町民

事業の目的
(なんのために)

平成29年度 25,714 0 0 4,404 0

目標
年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

達成率

26,242
26,400 0 0 3,120 0 23,280

一般財源

29,616 0 0 3,374 0

国庫
支出金

県支出金
その他
(収入)

起債

にぎわいと活力に満ちた共生のまち

・適正な管理による安全且つ執行額の抑制
・館の活発な利用推進
・館内利用の調整

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

　　１　生涯学習センター管理費

41,547人

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 琴浦町生涯学習センター条例・規則

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標
・利用件数の増

指標 41,136人

27 28 29 30 31
年度毎
KPI

年度

41,547人 41,547人 41,547人

実績

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考

平成29年度
前年度増減

平成27年度 27,659
平成28年度

0 -1,970-686 0 0 1,284
25,714 0 0 4,404 0 21,310

-⑮-37-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

3
4
2
9 4 5

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　生涯学習センター20周年記念事業の実施
【新】社会教育委員を中心に公募も含めて幅広く実行委員会組織を構成、記念事業を町民の自由な
　　 発想の基で運営していく機運づくりを行う。（事務局：社会教育課）
　　　また、実行委員会に対して記念事業を実施委託し、柔軟な発想と執行体制で、町民にとって
　　 より魅力的で、まなびタウンの多様な学習機能を再認識できる様な記念事業を展開する。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

■新規 □継続
担当課 社会教育課 担当係 社会体育係

29

事業番号 1372 事業名 生涯学習センター20周年記念事業 事業区分

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで輝く 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 ふるさとを支えるひとづくり 重点項目

施策 青少年が主役のまちづくり支援 施策
生涯学習センター運営費

事業期間 開始 平成29年度 終了 平成29年度 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

1,000

事業の対象
(だれに)

一般町民

事業の目的
(なんのために)

平成29年度 1,000 0 0 0 0

規程の名称 社会教育法、琴浦町生涯学習センター条例

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

年度

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)

27 28 29 30 31

指標
参加者6,000人

以上
活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30
6,000以上

実績参加者数 人
目標

達成率

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度
平成28年度
平成29年度 1,000 0 0 0 0 1,000

1,000前年度増減 1,000 0 0 0 0

　平成９年に町内生涯学習の拠点として整備された、琴浦町生涯学習センター「まなびタウンとうはく」の
開館２０周年を記念して、新たな学習の出逢い・深まり・広がり・楽しみの場としてイベントを開催、多数
の町民の参加を得ながら、これからの琴浦町生涯学習のさらなる展開のきっかけづくりを行う。

参加者数6,000人以上

-⑮-38-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1 4
4 2
2 1
9 4 7

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　カウベルホール管理
【改】指定管理者不在期間における教育委員会管理体制を適正に構築し、利用者満足度の高い
　　 施設管理を目指して行く。

管理人員体制の構築（スタッフ人件費） 6,844千円
光熱水費 3,780千円
修繕料 300千円
各種委託料（警備、消防設備、吊物、照明設備等） 3,142千円
その他事務費（消耗品費、通信運搬費等） 2,096千円

２　カウベルホール施設改修推進
【新】平成28年度実施の現状調査結果を受けて改修計画を策定、関係者の同意を得ながら長寿命化
　　 に向けた改修を推進する。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 学芸文化係

29

事業番号 817 事業名 カウベルホール運営 事業区分

総合計画 基本理念 地域資源を生かした豊かなまち 基本テーマ 地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく
重点項目 ふるさとを愛する教育の充実 重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり

施策 文化・芸術・遊びを通じた子どもの心の育成 施策 健康に生きるまちづくり
カウベルホール運営

事業期間 開始 平成19年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

14,455

事業の対象
(だれに)

町民全般

事業の目的
(なんのために)

　琴浦町の文化芸術の発信拠点であるカウベルホールの管理・活用推進を図り、生涯学習及び地域文化活動
の場を住民等に対して提供する。

平成29年度 16,162 0 0 1,707 0

28 29

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等
・教育委員会管理化及び施設改修計画の見直し。

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 劇場、音楽堂等の活性化に関する法律、琴浦町カウベルホール条例、琴浦町カウベルホール管理運営規則

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

30 31

指標
施設改修計画
（改）作成

施設改修推進 施設改修推進

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標
H31 施設改修の完了
H32 指定管理の実施

年度毎
KPI

年度 27

実績
目標

達成率

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度 51,675 0 0 3,800 0 13,675 53,741
平成28年度 68,331 0 100 51,000 0 17,231
平成29年度 16,162 0 0 1,707 0 16,162

-1,069前年度増減 -52,169 0 -100 -49,293 0

-⑮-39-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1 4
4 2
2 1
9 4 7

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　カウベルホールでの各種文化芸術公演の開催 459千円
　　　カウベルホールを会場に、下記各文化芸術関連事業を開催・開催支援する。
【新】　地域住民のためのコンサート（チェンバロ演奏コンサート。三井住友海洋財団とリンク）
　　　　高齢者ワークショップ（高齢者を対象としたダンス、合唱等のワークショップ）
　　　　カウベル秋の芸能祭（実行委員会による開催を支援。）
　　　　カウベルスマイルくらぶ（ドラム・和楽器等の文化・音楽教室）
　　　　カウベル合唱隊（少年少女合唱隊活動）

２　地域住民・NPO等各種団体の文化芸術活動支援 800千円
　　　地域住民等が行う文化芸術活動に対して補助を行い、住民主体の文化芸術発信を支援する。
　　　　アートスタート事業補助金（鳥取県補助事業） 200千円
【新】　文化芸術振興補助金 600千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

■新規 □継続
担当課 社会教育課 担当係 学芸文化係

29

事業番号 1397 事業名 文化芸術振興事業 事業区分

総合計画 基本理念 地域資源を生かした豊かなまち 基本テーマ 地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく
重点項目 ふるさとを愛する教育の充実 重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり

施策 文化・芸術・遊びを通じた子どもの心の育成 施策 健康に生きるまちづくり
カウベルホール運営

事業期間 開始 平成29年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

759

事業の対象
(だれに)

一般町民

事業の目的
(なんのために)

　芸術文化の振興を図り、生涯学習及び地域文化活動の推進を総合的に行い、幅広い世代の人々が、よりつ
ながり、より生き生きと、地域での生活を楽しむ環境づくりを推進する。

平成29年度 1,259 0 200 300 0

28 29

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 劇場、音楽堂等の活性化に関する法律、琴浦町カウベルホール条例、琴浦町カウベルホール管理運営規則

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

30 31

指標 ― ― 満足度70％以上 満足度75％以上 満足度80％以上

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 H31 事業参加者満足度80％以上

年度毎
KPI

年度 27

70％以上 75％以上
実績 ― ― ―事業参加者満足度 %
目標 ― ― ―

達成率 ― ― ―

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度
平成28年度
平成29年度 1,259 0 200 300 0 759

759前年度増減 1,259 0 200 300 0

-⑮-40-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4
2
1
9 5 1

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　社会体育運営及び施設管理
　　　社会体育１３施設の管理を行う。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 社会体育係

29

事業番号 333 事業名 一般管理 事業区分

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ だれもが健康で心豊かに暮らせるまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり 重点項目

施策 健康に生きるまちづくり 施策
保健体育総務費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 保健体育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

10,548

事業の対象
(だれに)

一般

事業の目的
(なんのために)

社会体育に関する一般的な管理運営を行う。

平成29年度 11,378 0 0 830 0

28 29

事業の内容
(どうやっ

て)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等
適正な運営

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 スポーツ基本法、社会教育法

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

30 31

指標 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 適正な管理執行

年度毎
KPI

年度 27

実績適正な管理執行
目標

達成率

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度 11,290 0 0 0 0 11,290 11,226
平成28年度 11,224 0 0 0 0 11,224
平成29年度 11,378 0 0 0 0 11,378

154前年度増減 154 0 0 0 0
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1 4
4 2
2 1
2 7 1

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

1　遊具設置検討委員会の設置 500千円
【新】平成28年度に行った実態調査（子ども・高齢者対象）の結果を基に、設置する子ども向け遊具・
　　 高齢者向け遊具の内容・数量、設置された遊具を活用してのソフト事業について、外部有識者を
　　 招聘しての検討委員会を開催、より効果的な事業実施を推進する。

2　遊具の設置 29,000千円
【新】検討委員会での意見等を踏まえて、子どもむけ遊具・高齢者向け遊具を東伯総合公園に設置
　　 する。
　　　　遊具設置設計委託 1,000千円
　　　　健康遊具（高齢者向け遊具）購入・設置 10,000千円
　　　　子ども向け遊具設置・購入 18,000千円

3　東伯総合公園利用機運醸成 500千円
【新】外遊びの有効性を主テーマにした町民対象のフォーラムを開催、遊具設置をＰＲするとともに、
　　 外遊びを楽しむ機運を醸成していく。

4　外遊びプログラム開発委託 500千円
【新】東伯総合公園等で使用できる子どもの外遊びプログラムを遊具設置業者等と検討して委託開発、
　　 完成したプログラムを町内青少年団体等と連携して利活用を図り、外遊び振興に資する。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 社会体育係

29

事業番号 1320 事業名 ことうら健康寿命延伸活動（社会教育課） 事業区分

総合計画 基本理念 地域資源を生かした豊かなまち 基本テーマ 地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく
重点項目 ふるさとを愛する教育の充実 重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり

施策 文化・芸術・遊びを通じた子どもの心の育成 施策 健康に生きるまちづくり
地方創生推進交付金事業費

事業期間 開始 平成28年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 総務費 項 地方創生事業費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)

50

事業の対象
(だれに)

一般町民

事業の目的
(なんのために)

　地方創生加速化交付金で整備した運動支援中核拠点（東伯総合公園）の機能強化を図り、幅広い世代が体
を動かす遊びを楽しむことができる環境を整備、高齢者と子どもの異年齢交流による相互刺激を活用しつ
つ、子どもが創造的な外遊びを楽しみ、自らより積極的に運動遊びを行う習慣獲得と、高齢者の運動習慣定
着の促進を図るとともに、介護予防と健康寿命延伸に寄与する。

平成29年度 30,500 15,250 0 15,200 0

29 30
目標 ― 81.3
年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点)

達成率 ― 100%
実績 ― 81.3

国庫
支出金

県支出金
その他
(収入)

起債 一般財源
年度

15,250 0 15,200 0
平成28年度 2,000 1,000 0 0 0 1,000
平成27年度

前年度
からの

改善点等

規程の名称 まち・ひと・しごと創生法

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 健康寿命（便宜上女性を指標とする。）

年度毎
KPI

年度 27 28 29 30

活動項目

健康寿命
（女性）

歳

31

指標 81.3歳 82.3歳

当初
予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考

前年度増減 -950
50

28,500 14,250 0 15,200 0
平成29年度 30,500
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4
2
1
9 5 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　スポーツ推進委員との連携事業
 　　 スポーツ推進委員の指導力と資質向上を図り、町民の健康づくりにつなげる。

２　ガイナーレ鳥取との連携事業
　　　ガイナーレ鳥取琴浦町ホームタウンデイ、プレイベントサッカー教室開催

３　スポレク祭事業
　　　スポレクin琴浦（６月）、町民体力づくりスポレク祭（２月）開催

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 社会体育係

29

事業番号 334 事業名 社会体育指導及び推進 事業区分

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ だれもが健康で心豊かに暮らせるまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり 重点項目

施策 健康に生きるまちづくり 施策
体育振興費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 保健体育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

1,964

事業の対象
(だれに)

一般町民

事業の目的
(なんのために)

スポーツ推進委員の事業やガイナーレ鳥取との連携事業を中心に生涯スポーツを推進し健康づくりに繋げ
る。

平成29年度 1,964 0 0 0 0

活動項目 年度

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

規程の名称 スポーツ基本法　・　社会教育法

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)

実績

0 2,474
平成28年度 1,950 0 0 0 0 1,950
平成27年度 0 0 0

0 0 0 14
平成29年度 1,964 0 0 0 0 1,964

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

1,874千円

60千円

30千円

前年度
からの

改善点等

29 30

ニュースポーツ新規
体験者数

人

30 31

指標

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 ニュースポーツ新規体験者数

年度毎
KPI

年度 27 28 29

年度
当初

予算額
(千円)

26(実績) 27(実績) 28(現時点)

達成率

目標

2,474 2,465

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

前年度増減 14 0
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4
2
1
9 5 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　東伯郡民体育大会（北栄町主会場）
        郡民体育大会の開催に伴い選手の発掘・強化を図り、２年連続男女総合優勝を目指す。
　　　　・選手参加補助金（高校生以上８５０人、中学生以下５００人）
　　　　・郡体選手ユニフォーム・練習用ボールほか
　　　　・郡体バス借上げ

２　スポーツ振興補助金事業
　　　　　県・全国大会などに出場する選手強化を図る。
　　　　・県スポレク祭（１２０人）
　　　　・全国大会（４０人）
　　　　・米子ー鳥取間駅伝大会（３チーム）
　　　　・中部地区駅伝大会（２チーム）

３　負担金（郡・県）

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 社会体育係

29

事業番号 335 事業名 郡・県・全国体育大会選手派遣 事業区分

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ だれもが健康で心豊かに暮らせるまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり 重点項目

施策 健康に生きるまちづくり 施策
体育振興費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 保健体育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

5,103

事業の対象
(だれに)

一般町民

事業の目的
(なんのために)

各種大会に町代表として選手を派遣し、競技力の向上及び健康づくりに繋げる。

平成29年度 5,103 0 0 0 0

活動項目 年度

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

規程の名称 スポーツ基本法　・　社会教育法

216千円
400千円
142千円
63千円

実績 39 60 73

決算額 備考国庫
支出金

県支出金
その他
(収入)

一般財源

平成27年度 4,698 0 0 0 0 4,698

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳

4,689
平成28年度 5,134 0 0 0 0 5,134
平成29年度 5,103 0 0 0 0 5,103

-31前年度増減 -31 0 0 0 0

805千円

前年度
からの

改善点等

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　□条例　□規則　■訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 郡体得点種目全出場

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

3,477千円

2,460千円
611千円
366千円

821千円

28(現時点) 29 30

郡体得点種目全出場 種目

31

指標
年度毎
KPI

年度 27 28 29 30

達成率 95% 96% 98%

26(実績) 27(実績)

起債

目標 41 62 74
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4 3
2 1
1 2
9 5 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　体育協会事業
　　　郡民体育大会の開催に伴い選手の発掘・強化を図り２年連続男女総合優勝を目指す。
　　　　・体育協会表彰事業
　　　　・大会一日保険料
　　　　・体育協会補助金

２　スポーツ教室事業（スポーツ教室実行委員会）
　　　　　プロスポーツ選手等を指導者に招きスポーツの技術向上を図る。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 社会体育係

29

事業番号 336 事業名 町体育協会育成及び各部奨励 事業区分

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ だれもが健康で心豊かに暮らせるまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラで輝く
重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり 重点項目 豊かな自然と文化を生かした観光振興

施策 健康に生きるまちづくり 施策 観光振興による交流人口の増加
体育振興費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 保健体育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

28 29

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　□条例　□規則　■訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)

前年度
からの

改善点等

2,395

事業の対象
(だれに)

一般町民

事業の目的
(なんのために)

・体育協会事業でスポーツに親しみ、町民の健康づくりにつなげる。
・全国大会などで優秀な成績を収められた方に対して表彰式を行い功績を讃え、今後の活力につなげる。

平成29年度 2,405 0 0 10 0

達成率

29 30
目標
年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点)

実績

決算額 備考国庫
支出金

県支出金
その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度 2,545 0 0 0 0 2,545

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳

2,301
平成28年度 2,405 0 0 0 0 2,405
平成29年度 2,622 0 0 0 0 2,622

217前年度増減 217 0 0 0 0

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

2,135千円

358千円
247千円

1,500千円

270千円

30 31

指標

規程の名称 スポーツ基本法、社会教育法

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 各種大会及び教室の参加者数の維持

年度毎
KPI

年度 27

活動項目

各種大会及び教室の
参加者数の維持

人
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4
2
1
9 5 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　スポーツ少年団育成　
　　スポーツを通じて青少年の体力づくりと健全育成を図る。
　　　・練習用消耗品　
　　　・全国スポーツ少年団登録料等（指導者62人、役職員1人）
【新】・スポーツ安全保険料（指導者62人）
　　　・中部スポーツ少年団交流大会参加料（10チーム）
　　　・補助金（登録指導者謝金62人、団員400人）

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 社会体育係

29

事業番号 343 事業名 スポーツ少年団育成強化 事業区分

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ だれもが健康で心豊かに暮らせるまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり 重点項目

施策 健康に生きるまちづくり 施策
体育振興費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 保健体育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

1,063

事業の対象
(だれに)

一般町民

事業の目的
(なんのために)

スポーツ少年団活動を通して、子ども達の体力の向上と健全育成を図る。

平成29年度 1,063 0 0 0 0

28 29

前年度
からの

改善点等
・スポーツ少年団指導者に対してスポーツ保険加入を新設し、安心して指導できる体制作りを行う

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　□条例　□規則　■訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 スポーツ基本法、社会教育法

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

758千円

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

30 31

指標

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 スポーツ少年団加入の割合を維持する。

年度毎
KPI

年度 27

実績
スポーツ少年団加入
の割合の維持

目標

達成率

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度 960 0 0 0 0 960 909
平成28年度 1,237 0 0 0 0 1,237
平成29年度 1,063 0 0 0 0 1,063

-174前年度増減 -174 0 0 0 0

88千円
90千円

117千円
10千円

-⑮-46-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4
2
1
9 5 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

1 総合体育館トレーニングルーム活用推進事業
　トレーニングルーム管理・指導員を週１回のペースで配置し、町民の運動習慣定着とマシン指導
　及び健康相談をワンストップで行える環境整備、指導補助員の育成を図る。

　　　・トレーニング教室開催（６コース）
　　　・トレーニングルーム管理・指導業務（４５週）
　　　・トレーニングルーム管理・指導補助員
　　　・備品購入費（トレッドミル２台、エアロバイク１台）

2 ウォーキング及びノルディック・ウォーキング奨励事業
ノルディック・ウォーキング指導者会と地区公民館が連携してウォーキングマップと冊子の作成

【新】・ウォーキングマップ冊子（３，０００冊）
【新】・平面マップ（２００枚）
　　　・指導者謝金（１１回）

3 体育施設スポーツ教室事業
　　　・体育施設スポーツ教室講師謝金

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 社会体育係

29

事業番号 1218 事業名 健康寿命延伸事業（地方創生） 事業区分

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝く人づくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり 重点項目

施策 健康に生きるまちづくり 施策
体育振興費

事業期間 開始 平成28年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 保健体育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

66

事業の対象
(だれに)

一般町民

事業の目的
(なんのために)

地方創生加速化交付金で整備した東伯総合公園トレーニングルームの継続活用推進、ウォーキング及びノル
ディック・ウォーキング奨励により、町民の運動習慣定着を図るとともに、介護予防と健康寿命延伸に寄与
する。

平成29年度 5,802 0 0 5,736 0

28 29

前年度
からの

改善点等

・トレーニングルーム管理・指導業務補助員を養成する。
・トレーニングルームにトレッドミル等を増設しより多くの利用者が利用しやすい環境を作る。

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 まち・ひと・しごと創生法

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

30 31

指標 81.3歳 82.3歳

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 健康寿命（女性）

年度毎
KPI

年度 27

実績 ー 81.3健康寿命（女性） 歳
目標 ー 81.3

達成率 ー 100%

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度
平成28年度 19,581 19,410 0 0 0 171
平成29年度 5,802 0 0 0 0 5,802

5,631前年度増減 5,631 0 0 0 0

5,186千円

346千円
1,593千円

120千円
3,013千円

469千円

195千円
104千円
98千円

147千円
144千円

-⑮-47-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4
2
1
9 5 3

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

1 社会体育施設の管理
　　　 武道館（東伯・赤碕）、各地区体育施設（古布庄・安田・以西）等を維持管理する。
　　　・備品購入　バレーボール軽量支柱（八橋・聖郷・船上小各1組）
　　　・施設管理費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 社会体育係

29

事業番号 349 事業名 社会体育利用施設管理 事業区分

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ だれもが健康で心豊かに暮らせるまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり 重点項目

施策 健康に生きるまちづくり 施策
体育施設費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 保健体育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

前年度
からの

改善点等
適正な運営による執行額の抑制

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

　
　

1,508

事業の対象
(だれに)

一般町民

事業の目的
(なんのために)

利用者が安全に利用できるよう維持管理を行う。

平成29年度 1,508 0 0 0 0

年度 27 28 29 30 31

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 スポーツ基本法、社会教育法、社会体育施設条例、社会体育施設規則

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 適正な管理執行

年度毎
KPI

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

指標 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

実績適正な管理執行 　
目標

達成率

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度 608 0 0 0 0 608 581
平成28年度 733 0 0 0 0 733
平成29年度 1,508 0 0 0 0 1,508

775前年度増減 775 0 0 0 0

　

713千円
795千円

-⑮-48-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

3
4
2
9 5 3

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

1 平岩記念会館管理運営
　　　 施設の管理・営繕を行う。　　　

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 社会体育係

29

事業番号 350 事業名 平岩記念会館管理運営 事業区分

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ だれもが健康で心豊かにくらせるまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで輝く 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 ふるさとを支えるひとづくり 重点項目

施策 青少年が主役のまちづくり支援 施策
体育施設費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ―　 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 保健体育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

308

事業の対象
(だれに)

一般

事業の目的
(なんのために)

青少年等が宿泊研修などの活動ができるように管理運営を行う。

平成29年度 511 0 0 203 0

28 29

前年度
からの

改善点等
適正な運営による執行額の抑制

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 スポーツ基本法、社会教育法、平岩記念会館条例

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

　

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

30 31

指標 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 適正な管理執行

年度毎
KPI

年度 27

実績適正な管理執行 　
目標

達成率

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度 979 0 0 0 0 979 948
平成28年度 503 0 0 0 0 503
平成29年度 511 0 0 0 0 511

8前年度増減 8 0 0 0 0

-⑮-49-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4
2
1
9 5 3

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　東伯総合公園管理
　　　健康づくりの拠点とし施設の維持・管理を行う。

　　　・管理人件費
　　　・施設管理費

　

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 社会体育係

29

事業番号 351 事業名 東伯総合公園管理事業 事業区分

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ だれもが健康で心豊かに暮らせるまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり 重点項目

施策 健康に生きるまちづくり 施策
体育施設費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 保健体育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

12,524

事業の対象
(だれに)

一般

事業の目的
(なんのために)

健康づくりの拠点とし施設の維持・管理を行う。

平成29年度 13,411 0 0 887 0

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

前年度
からの

改善点等

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 スポーツ基本法、社会教育法、琴浦町都市公園条例

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 適正な管理執行

年度毎
KPI

年度 27

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

28 29 30 31

指標 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

実績適正な管理執行
目標

達成率

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度 13,483 0 0 0 0 13,483 13,255
平成28年度 18,623 0 0 0 0 18,623
平成29年度 13,411 0 0 0 0 13,411

-5,212前年度増減 -5,212 0 0 0 0

4,790千円
8,621千円

-⑮-50-



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4
2
1
9 5 3

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　農業者トレーニングセンター管理
　　　健康づくりの拠点とし施設の維持・管理を行う。

・管理人件費　
・施設管理費

　
　
　

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 社会体育係

29

事業番号 417 事業名 農業者トレーニングセンター運営 事業区分

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ だれもが健康で心豊かに暮らせるまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり 重点項目

施策 健康に生きるまちづくり 施策
体育施設費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ―　 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 保健体育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

5,596

事業の対象
(だれに)

一般

事業の目的
(なんのために)

健康づくりの拠点とし施設の維持・管理を行う。

平成29年度 6,305 0 0 709 0

28 29

前年度
からの

改善点等
・適正な運営

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 スポーツ基本法、社会教育法、琴浦町農業者トレーニングセンター条例

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

　

　
　
　

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

30 31

指標 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 適正な管理執行

年度毎
KPI

年度 27

実績適正な管理執行
目標

達成率

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度 5,856 0 0 0 0 5,856 5,673
平成28年度 3,728 0 0 0 0 3,728
平成29年度 6,305 0 0 0 0 6,305

2,577前年度増減 2,577 0 0 0 0

3,526千円
2,779千円
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4
2
1
9 5 3

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　赤碕総合運動公園管理
　 　 健康づくりの拠点として施設の維持・管理を行う。

　　・管理人件費
　　・施設管理費

　
　

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 社会体育係

29

事業番号 418 事業名 赤碕総合運動公園管理 事業区分

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ だれでもが健康で心豊かに暮らせるまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり 重点項目

施策 健康に生きるまちづくり 施策
体育施設費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 保健体育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

前年度
からの

改善点等
適正な運営による執行額の抑制

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

　

7,128千円

　
　

13,603

事業の対象
(だれに)

一般

事業の目的
(なんのために)

健康づくりの拠点として施設の維持・管理を行う。

平成29年度 14,527 0 0 924 0

年度 27 28 29 30 31

根拠法令等 □法令(義務)　　■法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 スポーツ基本法、社会教育法、社会体育施設条例、社会体育施設規則

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 適正な管理執行

年度毎
KPI

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

指標 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

実績適正な管理執行 　
目標

達成率

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度 11,441 0 0 0 0 11,441 11,158
平成28年度 6,199 0 0 0 0 6,199
平成29年度 14,527 0 0 0 0 14,527

8,328前年度増減 8,328 0 0 0 0

2,724千円
4,675千円

　　・工事請負費（第２キュービクル改修5,378千円、多目的広場屋根修繕1,749千円）
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

4
2
1
9 5 3

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　勤労者体育センター管理
　　 　勤労者体育センター（東伯・赤碕）の維持・管理を行う。
　　　・維持管理

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 社会体育係

29

事業番号 1150 事業名 勤労者体育センター管理運営 事業区分

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ だれもが健康で心豊かに暮らせるまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり 重点項目

施策 健康に生きるまちづくり 施策
体育施設費

事業期間 開始 平成16年度 終了 ― 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 保健体育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

585

事業の対象
(だれに)

一般

事業の目的
(なんのために)

健康づくりの拠点として施設の維持・管理を行う。

平成29年度 835 0 0 250 0

28 29

前年度
からの

改善点等
適正な運営による執行額の抑制

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 琴浦町社会体育施設条例、琴浦町社会体育施設規則

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

30 31

指標 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 適正な管理執行

年度毎
KPI

年度 27

実績適正な管理執行
目標

達成率

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成27年度 616 0 0 0 0 616 606
平成28年度 624 0 0 0 0 624
平成29年度 835 0 0 0 0 835

211前年度増減 211 0 0 0 0

835千円
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